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東南 アジア ・オセアニアにおける諸民族文化 のデ ータベースの作成 と分析

服    飾  2300

吉  本    忍*

1.髪 型

2.衣 服

3.装 飾 品

 服 飾 の 大 項 目の う ちに は,断 髪(オ カ ッパ),結 髪,タ ーバ ン,パ ンダ ナス製 雨 頭

巾,貫 頭 衣,肩 か けマ ン ト,腰 みの,腰 巻,ふ ん ど し(男 性 用),陰 茎 鞘(ペ ニ ス ・

ケ ー ス),脚 はん,長 ぐつ(半 長 ぐつ),草 鮭(わ ら じ),石 製 飾 り輪(腕 輪 ・首 輪 な

ど),貝 製 飾 り輪(腕 輪 ・首 輪 な ど),金 属 製 飾 り輪(腕 輪 ・首 輪 な ど),子 安 貝 製 装

身 具 とい う18項 目に わ た る小 項 目が あ げ られ て い る。 以 下 で は,こ れ らの 小 項 目を,

髪 型,衣 服,装 飾 品 に大 別 しコ メ ン トす る。

1.髪 型

 髪型としては,断 髪(2301)と 結髪(2302)の2項 目があり,断 髪に38件,結 髪に

98件 の分布例が示されている。これらの分布例の特徴としては,双 方の件数にかなり

の開きがあるものの,と もに東南アジァ ・オセアニアの広範な地域にわたって,と り

たてて地域的な偏差もな く分布 していることがあげられる。また,断 髪の38件 の うち

では,29件 に結髪 との重複が認められている。このことと,髪 型が伝統的に,性 別,

未既婚,身 分,帰 属などを示す一種のサインとして機能 してきたことをかんがえあわ

せるならば,断 髪 と結髪の重複する29件の民族のもとには,個 々に髪型の違いに関す

る何らかの制度的な区別のあることが想定される。 したがって,特 定の制度的な分布

の連続性の有無については,か なりの興味を持たれるところであるが,残 念なが ら今

回のクラスター資料からは,こ の点についてうかがうことは不可能である。
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2.衣 服

 衣 服 と して は,タ ーバ ン(2303),パ ンダ ナ ス製 雨 頭 巾(2304),貫 頭 衣(2305),

肩 か け マ ン ト(2306),腰 みの(2307),腰 巻(2308),ふ ん ど し(2309),陰 茎 鞘

(2310),脚 はん(2311),長 ぐつ(2312),草 鮭(2313)の11項 目が あ が って い る。

こ こで は これ らの 項 目を,さ らに,被 物,上 衣,下 衣,履 物 に 区 分 して コ メ ン トす

る。

 1)被 物

 被 物 と して は,タ ー バ ン(2303)と パ ンダ ナス製 雨 頭 巾(2304)の2項 目 が あ り,

タ ー バ ンに78件,パ ンダ ナ ス製 雨 頭 巾に26件 の分 布 例 が 示 され て い る。 この うち,パ

ンダ ナ ス製 雨 頭 巾の件 数 が タ0バ ンに くらべ て か な り少 な い こ とは
,素 材 や 用 途 が 限

定 さ れ て い るた め とみ られ るが,双 方 の 分布 の特 徴 と して は,髪 型 の 場 合 と 同様 に,

と もに東 南 ア ジア ・オ セ ア ニ アの 広 範 な 地域 に わた り,と りたて て 地 域 的 な 偏 差 もな

く分布 して い る こ とが あ げ られ る。 な お,タ ーバ ンに つ い て は,78件 の 分 布 件 数 の う

ちで54件 が腰 巻(2308),50件 が 結 髪(2302),32件 が ふ ん ど し(2309)と 重 複 して お

り,こ の こ とか らは,タ ーバ ンと これ らの 文 化 要素 との 間 に はか な りの相 関 関係 が あ

る こ とが推 察 され る。

 2) 上 衣

 上衣 と して は,貫 頭 衣(2305)と 肩 か けマ ン ト(2306)の2項 目が あ り,貫 頭 衣 に

19件,肩 か けマ ン トに44件 の 分布 例 が示 され て い る。 これ らは と もに分 布 件 数 が さ ほ

ど多 くは ない もの の,そ の 分布 は東 南 ア ジ ァ ・オ セ アニ ア の 広 範 な地 域 に お よん で お

り,地 域 的 に と りた て て偏 差 の み られ な い こ とが 特 徴 とな って い る。 ただ し,貫 頭衣

と肩 か けマ ン トの 分布 例 で 重 複 して い るの は わず か5件 で あ り,こ の 数 字 か らは,双

方 の 文 化 要 素 の あ いだ に は,あ ま り関 係 は な い とみ られ る。 な お,肩 か けマ ン トの分

布 例 で は腰 巻 と の あい だ に32件 の 重複 が あ り,そ の う ちに はJavanese, Sundanesc,

Balineseの も とで 認 め られ る よ うな,肩 か け と 腰巻 を 組 み 合 わせ て 使 用 す る例 が多

い の で は な い か と思 わ れ る。

 3) 下 衣

 下衣 と して は,腰 み の く2307),腰 巻(2308),ふ ん ど し(2309),陰 茎 鞘(2310)の

4項 目 があ り,腰 みの に59件,腰 巻 に133件,ふ ん ど しに103件,陰 茎 鞘 に13件 の 分布

例 が示 され て い る。 これ らの うち腰 み の と陰茎 鞘 は,と もに 分布 例 の 大 半 が オ セア ニ

ア に集 中 して い る が,東 南 ア ジァの 大 陸 部 のDaflaに 腰 みの, Nya Honに 陰茎 鞘
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の分布例があることは,東 南アジア ・オセアニアで過去に腰みのと陰茎鞘が普遍的に

分布 していた可能性を示唆するものとして注目される。一方,腰 巻とふんどしは,と

もに東南アジア ・オセアニアの広範な地域にわたって分布 している。また,こ れ らの

あいだには76件 もの重複が認められる。 したがって,こ れ らのことがらと先に述べた

肩かけマントと腰巻の関係を考慮するならば,腰 巻とふんどしと肩かけマントの組み

合わせは,東 南アジア ・オセアニアにおける衣服としてきわあて普遍的な文化要素で

あるといえ,こ の地域の衣服が,歴 史的に腰みのや陰茎鞘から腰巻とふんどしと肩か

けマン トの組み合わせへと展開 した可能性が考えられなくもない。

 4)履 物

 履物としては,長 ぐつ(2312),草 轄(2313)が あるが,脚 はん(2311)に ついて

も足を保護するという点では長 ぐつや草鮭と共通することから,こ の項でコメントす

る。以上の3項 目では,脚 はんに26件,長 ぐつに5件,草 避に15件 の分布例が示され

ている。このうち脚はんと長 ぐつは,服 飾の大項目の中で東南アジァのみに分布例が

認められており,脚 はんの分布例については,と くに大陸部と島喚北部の山地民のも

とに集中していることから,脚 はんはこれ らの地域の山地民に特徴的な文化要素とし

て捉えることができるであろう。 しか しながら,長 ぐつについては,台 湾から東部イ

ンドネシアにかけてのみ分布例が認められるものの,分 布件数がきわめて少ないこと

から,ど のように解釈すべ きか躊躇せざるをえない。一方,草 鞍は,お もに東南アジ

アの大陸部とオセアニアに分布例が集中しており,東 南アジア島喚部では,わ ずかに

Ivatanの 例が1件 認められるにすぎない。 したがって,こ のような分布例からは,

草鞍は東南アジア大陸部の山地民とオセアニァの海洋民のもとで使用されてきたとい

う特徴がうかがわれるが,地 域的な隔たりや,生 活環境,生 活様式の異なる双方のあ

いだに,格 別の関連があると考えることはきわめてむつかしい。

3.装 飾 品

 装 飾 品 と して は,石 製 飾 り輪(2314),貝 製 飾 り輪(2315),金 属 製 飾 り輪(2316),

子 安貝 製 装 身 具(2317),猪 牙 製 装 身 具(2318)の5項 目があ が って い る。 以 下 で は,

これ らを飾 り輪 子 安 貝 と猪 牙 の装 身 具 に わ けて コメ ン トす る。

 1)飾 り輪

 飾 り輪 に は素 材 の 違 い ご とに,石 製 飾 り輪 が24件,貝 製 飾 り輪 が102件,金 属 製 飾

り輪 が101件 の 分布 例 が 示 され て い る。 これ らの分 布 例 は,い ず れ も東 南 ア ジァ とオ
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セアニアの両地域にわたっているが,石 製飾 り輪や貝製飾 り輪の分布と金属製飾り輪

の分布のあいだにはかなりの違いが認められる。まず,石 製飾り輪 と貝製飾 り輪は分

布件数に大 きな隔た りがあるものの,と もに東南アジアとオセアニアの広範な地域に

わたって,と りたてて地域的な偏差もな く分布 している。しかしながら,こ れらの飾

り輪には重複件数が9件 しかなく,こ のことからは分布件数の違いと同様に,東 南ア

ジァ ・オセアニア地域では,飾 り輪の素材として,一 般に石よりも貝のほうが高い価

値をもって受けいれられていたことがうかがわれる。一方,金 属製飾 り輪は貝製飾り

輪 とほぼ同数の分布件数であるが,そ の分布は東南アジアに集中しており,オ セアニ

アではWaropenとAustralで 認められているにすぎない。また,こ のような金属製

飾 り輪の東限は,い わゆるドンソン・ドラム(銅 鼓)の 東限ともほぼ一致 しており,

かつての金属器文化圏と重複 している点が注目される。なお,金 属製飾 り輪と貝製飾

り輪との分布のあいだには37件の重複が認められる。この数字は,双 方の分布の地域

的な違いを考えるならばかなり高い重複率といえ,こ のことも,先 に言及 した飾 り輪

の素材としての貝の価値の高さを示唆するものといえるであろう。

 2) 子安貝 と猪牙の装身具

 子安貝製装身具には24件,猪 牙製装身具には35件の分布例が示されている。これら

の分布例については,と もに東南アジァとオセアニアの両地域にわたって認められ,

同時に高文化の民族のもとでは分布例がないという共通の特徴がある。ただ し,ク ラ

スター資料では欠落 しているが,子 安貝製装身具は,Orang-Abungの ようにイスラ

ム教徒のもとにも分布例があるものの,猪 牙製装身具にはイスラム教徒のもとでは分

布例がないという違いがあり,こ の点については,ブ タが宗教上の慣例によって忌避

されてきたことが起因 しているものと考えられる。なお,子 安貝製装身具 と猪牙製装

身具の分布例のあいだには11件の重複が認められるが,こ の程度の重複件数では双方

の装身具の関連性の有無について言及することはできないであろう。
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